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7. 太 陽 系 の 起 源









B･惑星系 :惑星およびそのまわ りを回転 している衛星で構成されている系 (衛星を
持たないものもある)O太陽系の角運動量の98%はこれらの惑星系がもってい
る｡惑星は次の2種に大別される(第 1表参照 )
第､1表 惑 星 の 定 数 表
I,惑 -星 平均軌導半径 公転 周期 質 量 ･平均密度 衛星の数
〔AU〕 〔年 〕 〔地球質量 〕 〔g/cm3〕
水 星 0.387 0.241 0.055 5.5 0
一 半 0.723 0.615 】 0,815 5.10 0
地 球 1.000 1.000 ! 1.000 5_52 1
火 星 1.524 1.881 it O.108 4.0 2
下 甘 5:20 ll.86-2940 317.904毒 9509 1.33 12土 星 9.53 068 9
天 王 星 19.27 84.62 ! 14.559 - 1.7 5._
海 王 星 30.ll 165.25 17.239 2.3 2 -i










D.撃星 : 固体で構成された核 と気体でできた天体で,気体のひろが りは大きいが,
天体 としての質量は小さい｡核の構造は明らかでない｡

















第2表 太陽 系 星 雲 の進 化
(Kは温度の単位ケルビン)
星 間 ガ ス
原 始 星
重 力 収 縮

















少するか,急に flare upして10日間程度で現在の太陽光度の 2000倍程度の光度
になり,その後は次第に光度を減少 し, 10年程度で,重力平衡の状態になり,107年程







ような時期において,太陽大気には多 くのgrainが存在 していた ものと考えられる｡












































































































きい時期 (林フェイズ )に,初期の地球が形成されたという考えも出て くる｡塀に太陽の
光度が現在の300倍になったとすると,地球の表面温度は1500Kに近 くなり,火星
の場合でも1000Kになる｡200倍以上の光度は,106年の程度より長く続いたと考

























































また,F.L･Whipple:Nobel SymposiumNo.21 F`rom Plasma to
planet" 1972 に最近の研究が出ている.
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